
柳
時
一
棚
穴
山
氏
と
そ
の
支
配
構
造

町

田

是

正

河
内
領
に
つ
い
て

か
わ
ち

甲
斐
武
田
氏
穴
山
家
の
本
領
で
あ
っ
た
河
内
領
は
、

〈
爾
郁
）

日
本
史
的
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
後
進
地
に
属
し
甲
斐
国
の
南
域
に
位
置
し
て
い

穴
山
氏
が
享
禄
・
天
文
・
弘
治
・
永
禄
・
元
亀
・
天
正
に
亘
っ
て
居
城
経
営
し
た
下
山
城
に
は
、
天
文
年
中
に
渡
来
し
た
鉄
砲
を
保
有
し

煙
硝
倉
を
設
け
る
な
ど
、
近
世
的
戦
国
大
名
の
性
格
を
も
認
め
う
る
の
で
あ
る
が
、
反
面
、
中
世
初
頭
の
鎌
倉
幕
府
統
治
の
前
時
代
的
な

( 49 ) 

姿
を
随
所
に
み
せ
る
な
ど
、
穴
山
氏
の
支
配
構
造
に
は
理
解
に
苦
し
む
所
が
あ
る
。
る
。

き

だ

ま

書

《

文

化

ま
ず
、
甲
斐
河
内
領
の
名
称
、
位
置
、
面
積
な
ど
に
つ
い
て
、
或
る
程
度
は
明
か
に
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
松
平
定
能
撰
『
甲
斐

十
－
年
三
八
－
四
》
十
一
月
刊
》

国
史
』
に
よ
れ
ば
、
中
世
・
近
位
以
来
の
行
政
区
画
を
継
承
し
つ
つ
、
河
内
領
に
つ
い
て
次
の
様
に
記
し
て
い
る
。

巨
麻
・
八
代
二
郡
共
－
一
川
合
郷
ア
リ
。
後
－
－
西
河
内
東
河
内
ト
云
。
西
ハ
下
山
ノ
庄
、
南
部
ノ
御
牧
、
又
飯
野
ノ
牧
、
早
川
入
り
中
山
等
ア
リ
。
東
ハ

岩
間
ノ
下
部
、
叉
岩
問
、
古
閥
、
常
葉
、
田
原
、
帯
金
、
大
島
ヲ
六
組
ト
モ
称
ス
。

東
河
内
田
額
六
千
七
百
余
石
、
領
村
五
拾
九
。

西
河
内
田
額
九
千
百
余
石
、
領
村
六
拾
三
。

合
壱
万
五
千
八
百
余
石
、
領
村
百
弐
拾
弐
。

山
長
地
広
シ
、
澗
中
僻
居
シ
山
ヲ
焼
キ
雑
破
ヲ
極
ウ
、
水
田
少
タ
民
衆
シ
。

T
V

穴
山
氏
と
そ
の
支
配
構
造
〈
町
田
〉



穴
山
氏
と
そ
の
支
配
構
造
（
町
田
〉

か
わ
い
の
ど
，

右
の
記
載
中
「
川
合
郷
」
と
あ
る
の
が
、
河
内
領
の
前
身
で
あ
り
、
『
甲
斐
国
史
』
で
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

－
唖
晶
国

河
内
ト
ハ
加
渡
比
ト
モ
茜
ク
o
仲
静
ノ
転
ナ
ル
ベ
シ
。
三
郡
ノ
諸
ノ
諸
河
一
道
ユ
会
集
ス
ル
処
、
倭
名
妙
－
－
載
ス
川
合
郷
即
チ
是
官
、

ゃ
っ
し
る

ζ

ま

す
な
わ
ち
山
梨
郡
・
八
代
郡
・
巨
摩
郡
の
三
郡
内
を
流
れ
る
諸
河
川
（
笛
吹
川
、
釜
無
川
、
御
勅
使
川
、
日
川
、
早
川
〉
が
富
士
川
に

か
わ
の
あ
’
と
ζ
る

か

わ

も

河
落
（
合
流
の
意
）
し
て
本
流
と
な
っ
て
流
れ
る
流
域
を
「
河
合
郷
」
（
河
内
〉
と
称
す
る
の
で
あ
る
。

平
安
時
代
の
『
倭
名
鈴
v

に
於
て
「

mpロ
郷
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
「
河
内
」
地
域
も
、
鎌
倉
武
家
政
権
の
成
立
に
と
も
な
っ
て
、
甲
斐

《
御
牧
》

国
の
勅
旨
牧
・
私
牧
・
が
注
目
さ
れ
る
に
至
り
、

軍
事
貢
進
用
の
産
馬
牧
と
し
て
、

牧
」
話
さ
れ
る
と
、
そ
の
「
牧
」
を
中
核
と
し
て
、
平
安
時
代
以
来
、
漠
然
と
両
合
郷
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
富
士
川
流
域
（
特
に
西

岸
〉
地
帯
に
も
、
中
世
的
村
窓
会
形
成
さ
れ
、
日
蓮
聖
人
の
遺
お
も
見
ら
れ
る
郷
村
が
明
確
化
し
て
く
る
の
で
あ
る
o

そ
し
て
穴

代
々
の
穴
山
氏
に
よ
る
経
略
が
進
め
ら
れ
、
東
西
河
内
領
の
地
域
と
石
高
が
明
確
化
さ

『
甲
斐
国
史
』
に
記
載
さ
れ
る
村
令
炉
「
河
内
鎖
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
o

南
部
光
行
に
よ
っ
て
、

甲
斐
南
域
の
地
に

「
南
部

山
三
代
・
信
介
が
河
内
領
に
入
部
経
略
以
後
、
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れ
、
そ
の
ま
ま
徳
川
天
領
の
時
代
へ
と
継
承
さ
れ
て
、

〔註〕ハ
1
）

ハ
2
〉

（

3
V
 甲

府
勤
番
松
平
定
能
撰
「
甲
斐
国
史
」
（
文
化
十
一
年
甲
成
冬
十
一
月
〉
巻
之
一
。
提
要
｜
九
筋
二
領
の
条
・
昭
和
四
六
年
横
浜
市
天
下
堂
刊
・

上
巻
二
四
頁
参
・
尚
、
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
十
九
・
「
山
梨
県
」
の
河
内
の
項
を
審
照
す
る
と
「
苅
生
畑
が
多
く
、
金
掘
り
人
足
、
紙
漉
き
、

屋
根
葺
き
、
大
工
や
山
稼
ぎ
な
ど
の
余
業
に
多
く
依
存
し
た
」
〈
二
九
八
頁
〉
と
見
え
て
中
近
世
時
代
の
河
内
領
の
社
会
産
業
の
概
要
が
知
ら
れ

る。甲
斐
国
史
巻
之
十
四
・
村
里
部
・
巨
麻
郡
西
河
内
領
の
条
（
天
下
堂
刊
上
巻
二
六
一
頁
〉

「
倭
名
紗
」
と
は
、
承
平
年
中
（
九
三
一

J
九
三
八
〉
醍
醐
天
皇
皇
女
勤
子
内
親
王
の
命
で
源
順
が
撰
し
た
漢
和
地
名
辞
典
で
、
そ
の
巻
六
甲
斐

圏
第
八
十
一
に
、
山
梨
郡
・
八
代
郡
・
巨
麻
郡
・
都
留
郡
の
四
郡
を
掲
げ
、
八
代
郡
中
の
地
名
に
「
川
合
・
加
波
井
」
と
見
え
、
巨
麻
郡
中
の
地

名
に
「
川
合
・
加
波
比
」
と
あ
る
。
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
「
諸
本
集
成
・
倭
名
類
褒
抄
」
ハ
外
筋
〉
に
「
川
合
・
加
波
比



〈

4
〉

－
按
恭
一
宮
土
川
一
相
－
一
対
八
代
郡
川
合
郷
一
今
称
＝
西
河
内
領
－
即
其
地
也
」
ハ
昭
和
四
一
年
九
月
・
臨
川
書
店
刊
・
一
八
九
頁
参
）
と
も
あ
る
が
、

「
川
合
郷
」
の
位
置
に
つ
い
て
は
「
巨
麻
郡
九
郷
ノ
一
ツ
」
「
八
代
郡
五
郷
ノ
一
ツ
」
と
あ
る
も
位
置
は
不
詳
で
あ
り
、
前
者
に
つ
い
て
は
釜
無

・
笛
吹
二
河
川
に
狭
ま
っ
た
現
在
の
中
巨
摩
郡
田
宮
町
布
施
付
近
を
当
て
る
説
（
芦
田
伊
人
民
〉
、
後
者
に
つ
い
て
は
現
在
の
平
等
川
と
笛
吹
川

と
に
挟
ま
れ
た
東
八
代
郡
石
和
町
河
内
を
当
て
る
説
〈
国
史
辞
典
〉
・
玉
穂
村
付
近
と
す
る
説
〈
県
政
六
十
年
誌
）
な
ど
が
あ
る
。
倭
名
紗
撰
述

の
平
安
期
に
富
士
川
峡
谷
地
帯
に
東
西
ニ
郷
（
東
川
合
・
西
川
合
）
が
存
し
た
か
は
疑
問
も
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

松
野
殿
女
房
御
返
事
「
此
身
延
の
沢
と
・
申
処
は
甲
斐
国
飯
井
野
・
御
牧
・
＝
一
箇
郷
の
内
、
波
木
井
郷
の
成
亥
の
陥
に
あ
た
り
て
侯
：
：
：
」
（
定
進

一
六
五
一
・
弘
安
二
年
六
月
・
朝
師
本
〉
。

秋
元
御
書
「
七
道
の
内
東
海
十
五
箇
因
。
其
内
に
甲
州
飯
野
御
牧
三
箇
郷
之
内
、
並
木
井
と
申
此
郷
之
内
、
成
亥
の
方
に
入
て
ニ
十
余
里
の
深
山

あ
り
：
：
：
定
遺
一
七
三
九
・
弘
安
三
年
正
月
・
朝
師
本
〉
。

右
の
御
遺
文
の
解
釈
に
つ
い
て
、
南
部
実
長
の
所
領
と
の
関
り
に
於
て
先
師
の
諸
説
が
あ
る
が
、
筆
者
町
聞
は
次
の
よ
う
に
解
し
て
い
る
。
「
飯

野
・
御
牧
・
波
木
井
ノ
三
カ
郷
」
と
あ
る
の
で
、
「
甲
斐
国
の
飯
野
郷
・
御
牧
郷
・
渡
木
井
郷
の
三
カ
郷
の
内
、
波
木
井
郷
の
成
亥
の
隅
」
と
読

み
、
三
カ
郷
が
南
部
突
長
の
所
領
と
解
し
て
き
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
突
長
の
所
領
の
説
明
で
は
な
く
、
身
延
山
の
日
蓮
聖
人
庵
室
所
住
の

場
所
を
指
定
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

甲
斐
国
史
巻
之
十
六
・
村
里
部
第
十
四
・
巨
麻
郡
西
河
内
領
の
六
十
三
村
名
を
掲
示
て
お
く
。
長
知
沢
・
鳥
屋
・
十
谷
・
柳
川
・
箱
原
・
西
島
・

舎
－

d

’”’

手
打
沢
・
大
塩
・
久
成
・
平
須
・
矢
細
工
・
古
長
谷
・
中
山
・
夜
子
沢
・
寺
沢
・
切
石
・
八
日
市
場
・
伊
沼
・
飯
宮
・
遅
沢
・
江
尻
窪
・
福
原
・

ヲ
ダ
ヲ

梨
子
・
笹
走
・
塩
ノ
上
・
京
ガ
島
・
草
塩
・
早
川
・
大
原
野
・
新
倉
・
湯
島
・
奈
良
田
・
黒
控
・
西
ノ
宮
・
保
・
雨
畑
・
大
島
・
薬
袋
・
千
須
和

・
樽
坪
・
初
鹿
島
・
粟
倉
・
下
山
・
波
木
井
・
大
野
（
日
蓮
遺
文
飯
野
御
牧
〉
・
小
田
舟
原
・
門
野
・
大
城
・
小
縄
・
相
又
・
横
根
・
中
村
・
清

子
・
光
子
沢
・
中
野
・
本
郷
・
成
島
・
南
部
・
塩
沢
・
大
和
・
棒
鋼
恨
・
福
士
・
万
沢
の
六
十
三
村
。

甲
斐
国
史
巻
之
十
七
・
村
里
部
十
五
・
八
代
郡
東
河
内
領
五
十
九
村
名
を
列
記
し
て
お
く
。
落
居
・
巌
間
・
初
鹿
島
・
楠
甫
・
宮
原
・
葛
龍
沢
－

av
ヒ

F

倉
乏
が

dv
ヲ
・
・

6

樋
田
・
熊
沢
・
鍛
下
・
五
八
・
寺
所
・
嶺
・
久
保
・
大
山
・
鴨
狩
津
向
・
三
沢
・
車
田
・
切
房
木
・
道
・
水
船
・
芝
草
・
大
磯
小
磯
・
上
田
原
・

下
田
原
・
宮
木
・
一
色
・
常
葉
・
北
川
・
古
関
・
釜
額
・
中
倉
・
瀬
戸
・
根
子
・
清
沢
・
大
炊
平
・
巌
欠
・
杉
山
・
下
部
・
湯
ノ
奥
・
上
野
平
・

波
高
島
・
上
八
木
沢
・
下
八
木
沢
・
帯
金
・
桃
が
窪
・
大
盛
・
椿
草
里
・
大
崩
・
丸
滝
・
角
打
・
和
田
・
樋
上
・
大
島
・
内
船
・
土
佐
野
・
下
佐

野
・
井
出
・
十
島
・
市
ノ
瀬
の
五
十
九
村
。
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甲斐武田氏と穴山氏系図

武武田氏
田 10代
信
武

〔参考〕

穴
山
氏
と
そ
の
支
配
構
造
ハ
町
田
〉

乱
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山

鍍

年

目

の

翌

館

天

秀
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す

居

日

開

枇

細

川

間

上

て

刃

て

府

3

年

し

自

し

甲

年

お

担

日

と

（

3

永
加
6

謎

中

正

応

に

月

守

府

天

l
信
成

l
l信
春
l
一
｜
信
満

l
l信
重

IF－
－
信
守
｜
｜
信
昌
｜
｜
信
縄

l
l信
施

J
l晴
信

l
1
1勝
頼

「
南
松
院
「
見
性
院

〈
信
友
室
）
ハ
信
君
室
〉

穴
山
初
代

2 占穴山3代継承
代 元するも短期で

l あったので3
代から除く

3 潤肉領入部
山氏中興

下寸
乙宝
若珠
丸院

c ~殿
長長

門書購領都
支配を確立

霊泉寺殿信 7
君代

I I I 
お延勝 8

意書千代
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義武の
猶嗣

見忠寺駿
武田信昌の
後見

竜雲寺股



穴
山
氏
の
河
内
入
部

よ
L
あ

き

ら

【

6
V

穴
山
氏
は
、
甲
斐
武
田
氏
宗
家
信
武
の
四
男
・
義
武
が
逸
見
筋
穴
山
の
地
を
足
利
二
代
の
義
詮
よ
り
分
与
補
任
さ
れ
、
「
穴
山
」
を
氏

と
し
て
在
地
土
豪
と
な
っ
た
の
を
始
祖
と
す
計
二
＝
代
信
介
（
信
俊
〉
の
代
に
河
内
領
に
入
部
し
て
一
円
支
配
の
基
礎
を
築
き
、
以
後
代

々
河
内
を
領
す
る
の
で
あ
る
が
、

武
田
氏
本
家
と
識
別
す
る
う
え
で

「
穴
山
氏
・
穴
山
殿
」
と
称
す
る
が
、

公
式
文
書
は
す
べ
て

武

田
」
を
名
乗
っ
て
い
る
。
穴
山
氏
歴
代
の
系
譜
と
そ
の
功
業
等
に
つ
い
て
は
、

『
甲
斐
国
史
』

（
第
九
十
八
巻
人
物
部
第
七
〉

『
身
延

町
誌
』

（
昭
和
四
五
年
刊
〉
な
ど
に
ゆ
ず
り
た
い
。

穴
山
初
祖
義
武
に
は
子
が
無
く
、
武
田
十
二
代
信
春
の
子
、
春
信
（
満
春
〉
と
信
元
（
信
基
）
を
猶
予
と
し
た
o

梅
的
に
は
嗣
が
無
く

猶
子
四
人
（
覚
・
限
・
純
・
与
〉
を
育
て
た
。
一
窪
寺
過
去
帳
に
「
限
阿
八
月
九
日
穴
山
殿
」
、

《
－
四
J

一八》

と
見
え
、
市
川
大
門
平
塩
寺
過
去
帳
に
も
「
永
享
十
年
十
二
月
二
十
日
夜
覚
阿
・
穴
山
奥
州
」
と
法
号
が
記
さ
れ
て
い
る
。
猶
子
と
は
相

「
純
・
穴
山
殿
」
、

「
与
・
穴
山
殿
」
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統
を
目
的
と
し
て
近
族
の
子
供
を
養
育
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
武
田
家
の
血
筋
の
子
と
推
測
さ
れ
る
。

応
永
廿
三
年
三
四
二
ハ
〉
上
杉
禅
秀
氏
憲
の
関
東
管
領
足
利
持
氏
に
対
す
る
飯
乱
に
際
し
て
、
武
田
十
三
代
安
芸
守
信
満
は
娘
を
禅

秀
に
嫁
が
せ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
信
元
を
除
い
た
武
田
一
族
す
べ
て
禅
秀
の
叛
乱
に
加
担
し
た
。
幕
府
の
命
を
奉
じ
た
今
川
上
総

と
ぐ
さ
ぞ
ま

介
範
政
の
討
伐
軍
と
都
留
郡
で
戦
っ
て
敗
れ
、
甲
斐
守
護
の
信
満
は
天
目
山
の
奥
地
・
木
賊
山
で
自
刃
し
た
（
応
永
廿
四
年
二
月
六
日
〉
。

穴
山
春
信
も
同
年
五
月
二
十
五
日
木
賊
山
で
討
死
し
た
。
信
満
の
子
信
重
ハ
後
に
武
田
十
四
代
甲
斐
守
護
と
な
る
〉
と
信
長
は
禅
秀
の
乱

に
参
戦
し
た
の
で
、
連
座
を
お
そ
れ
で
高
野
山
へ
逃
れ
て
出
家
し
た
。
信
重
の
子
及
び
春
信
の
猶
予
等
は
父
の
罪
に
連
座
し
て
家
督
相
続

を
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
武
田
家
は
世
襲
の
守
護
相
続
が
困
難
と
な
っ
た
。

穴
山
氏
と
そ
の
支
配
構
造
（
町
田
〉



穴
山
氏
と
そ
の
支
配
構
造
〈
町
田
〉

そ
こ
で
甲
斐
国
を
管
掌
す
る
鎌
倉
公
方
は
、
武
田
の
一
族
国
人
逸
見
有
直
を
守
護
に
推
挙
し
た
が
、
室
町
幕
府
は
鎌
倉
府
の
魂
胆
を
見

抜
い
て
こ
れ
を
承
認
せ
ず
、
応
永
廿
五
年
（
一
四
一
八
〉
穴
山
信
元
を
守
護
職
に
任
命
し
た
。
穴
山
信
元
は
武
田
安
芸
守
信
満
の
末
弟
に

当
り
穴
山
義
武
の
猶
予
と
な
り
穴
山
郷
に
住
し
、
上
杉
禅
宗
の
乱
に
も
加
担
せ
ず
、
穴
山
二
代
満
春
〈
春
信
〉
の
討
ち
死
の
後
を
継
い
だ

が
、
近
親
の
悉
く
が
叛
乱
に
参
加
し
た
の
で
、
連
座
を
恐
れ
て
高
野
山
に
亡
命
し
て
出
家
し
て
い
た
（
法
号
を
空
山
〉
。

応
永
廿
五
年
二
月
初
め
、
将
軍
義
持
は
信
元
を
起
用
し
、
甲
府
守
護
に
補
人
し
南
部
下
山
地
域
を
与
え
、
朝
廷
へ
推
挙
し
て
陸
奥
守
刑

部
大
輔
の
官
途
と
し
、
偶
々
上
京
中
で
あ
っ
た
信
濃
の
守
護
小
笠
原
政
康
に
命
じ
て
甲
斐
に
入
部
さ
せ
、
二
月
廿
一
日
付
の
「
内
書
」
を

《
合
力
》

令
し
て
、
小
笠
原
氏
に
対
し
て
信
元
を
援
助
す
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る
。

公
八
山
億
一
克
》

2
6
《仮》

今
度
依
武
田
陸
奥
守
同
道
無
為
、
誠
似
神
妙
口
、
口
令
帰
国
者
、
早
速
打
越
致
合
力
、
可
励
忠
節
、
就
此
事
関
東
下
煩
西
堂
候
、
可

得
其
意
候
也

《
『
応
氷
サ
五
」
年
の
付
鑓
有
り
〉

二
月
廿
一
日《
政
康
V

小
笠
原
右
馬
助
殿

《
足
利
義
持
》

花

押
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《

mv

さ
ら
に
重
ね
て
将
軍
義
持
は
、
小
笠
原
氏
に
対
し
て
信
元
へ
の
援
助
を
要
請
し
て
い
る
。

就
武
田
陸
奥
守
事
、
此
問
辛
労
察
恩
給
候
、
誠
以
神
妙
、
叉
武
田
甲
州
南
部
下
山
辺
可
打
越
候
、
自
然
事
可
加
扶
持
也

《
『
応
永
品
u
玄

年

」

付

笈

〉

《

鍵

持

〉

十

月

廿

八

日

花

押

《
政
厳
》

小
笠
原
右
馬
助
殿

，筒、
11 
、＂＂

義
持
は
、
政
康
が
信
元
の
為
に
尽
す
こ
と
を
賞
し
つ
つ
、
信
元
が
南
部
下
山
の
地
に
赴
い
た
な
ら
ば
、
格
段
の
援
助
を
す
る
こ
と
が
、

互
い
に
守
護
職
に
在
る
身
と
し
て
は
当
然
で
あ
る
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
間
の
小
笠
原
氏
と
信
元
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、



『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』

『
帽
z
a
J

（
小
笠
原
氏
条
〉
に
も
先
述
し
た
と
こ
ろ
の
経
緯
が
記
録
さ
れ
て
い
甲
旬
、

穴
山
信
元
は
義
持
の
官
途
に
よ
っ
て
甲
斐
南
部
に
守
護
と
し
て
入
部
し
、
南
部
下
山
地
域
は
穴
山
氏
の
領
域
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
甲

斐
守
護
と
な
っ
た
と
は
云
え
、
禅
秀
叛
乱
で
唯
一
人
乱
に
組
み
せ
ず
、
穴
山
・
武
田
一
族
か
ら
異
端
視
さ
れ
て
い
た
。
守
護
職
就
任
を
願

っ
た
が
幕
府
の
反
対
で
成
ら
ず
不
満
を
抱
い
て
い
た
逸
見
氏
や
、
満
春
の
子
小
山
氏
等
は
「
輸
宝
一
撲
」

（
小
豪
族
・
地
侍
の
連
合
体
）

を
味
方
に
引
き
入
れ
て
信
元
に
反
抗
し
、
守
護
代
跡
部
駿
河
・
向
上
野
介
の
父
子
が
専
横
を
き
わ
め
、
ま
た
南
部
下
山
近
傍
に
散
在
し
た

穴
山
の
庶
子
た
ち
の
反
抗
が
続
き
、
信
元
は
反
抗
勢
力
を
鎮
圧
で
き
な
い
ま
ま
応
永
廿
七
年
残
し
守
護
と
し
て
の
短
い
半
生
を
塩
山
竹
森

で
終
っ
た
。

室
町
幕
府
は
応
永
廿
八
年
三
四
二
一
〉
高
野
山
に
亡
命
し
て
い
た
武
田
信
重
を
許
し
守
護
補
任
を
鎌
倉
公
方
と
交
渉
し
て
内
命
を
伝

｛
満
容
》

え
た
。
信
重
は
室
町
柳
営
に
赴
い
た
が
、
甲
斐
巨
摩
郡
に
於
け
る
逸
見
氏
の
勢
力
が
強
い
こ
と
、
及
び
穴
山
一
族
（
穴
山
二
代
春
信
の
猶

円
武
田
氏
本
犯
に
近
い
石
和
に
居
住
》
【
穴
山
郷
に
居
住
す
》

子
の
純
・
与
・
覚
・
限
な
ど
）
の
制
圧
に
自
信
が
持
て
な
い
こ
と
か
ら
、
信
重
は
守
護
と
し
て
入
国
を
辞
退
し
て
四
国
に
隠
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接
し
た
。
し
か
し
四
国
に
在
る
こ
と
十
七
年
、
永
享
十
年
（
一
四
三
八
〉
に
小
笠
原
政
康
に
支
援
さ
れ
て
甲
斐
に
入
国
し
、
武
田
十
四
代

と
し
て
守
護
職
と
な
っ
た
。
世
人
は
信
重
を
評
し
て
、
流
浪
の
守
護
、
乞
食
守
護
と
卑
下
の
言
葉
を
向
け
る
の
で
あ
る
が
、
四
国
は
小
笠

原
政
康
が
阿
波
国
の
守
護
兼
知
の
地
で
あ
り
、
守
護
代
三
好
氏
の
扶
持
に
よ
っ
て
信
重
は
亡
命
で
き
た
の
で
あ
る
。
甲
斐
に
帰
国
し
た
信

重
は
、
翌
十
一
年
一
月
十
三
日
逸
見
有
直
（
北
巨
摩
郡
小
淵
沢
・
長
坂
に
威
を
振
う
）
を
討
っ
て
守
護
職
を
確
保
し
た
。
し
か
し
宝
徳
二

の
ぷ
と
お

年
三
四
五

O
〉
十
一
月
廿
四
日
、
穴
山
伊
豆
守
ハ
穴
山
五
代
弥
九
郎
信
懸
の
こ
と
か
〉
の
襲
撃
を
う
け
て
小
石
和
で
自
刃
し
た
。
法
名

を
成
就
院
股
功
獄
成
功
大
居
士
と
云
う
。
辞
世
の
歌

穴
山
氏
と
そ
の
支
配
構
造
ハ
町
田
〉



穴
山
氏
と
そ
の
支
配
構
造
（
町
田
）

も
の
の
ふ
の
信
は
重
し
名
に
残
る

甲
斐
の
武
田
は
一
よ
な
る
ら
ん

永
享
十
一
年
三
四
三
九
〉

一
月
十
三
日
、
武
田
穴
山
氏
に
敵
対
す
る
逸
見
有
直
が
討
死
し
、
同
年
二
月
十
日
鎌
倉
公
方
足
利
持
氏
が

自
害
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
上
杉
禅
秀
の
鍍
乱
に
端
を
発
し
た
甲
斐
守
護
職
を
め
ぐ
る
確
執
、
武
田
本
家
の
相
続
権
を
め
ぐ
る
骨
肉
の

争
い
、
そ
し
て
室
町
幕
府
と
鎌
倉
公
方
の
破
局
的
関
係
も
収
束
し
終
止
符
が
う
た
れ
た
。

ま
た
平
塩
寺
過
去
帳
に
あ
る
永
享
十
年
十
二
月
廿
日
残
の
「
覚
阿
穴
山
奥
州
」
、
「
限
阿
八
月
九
日
穴
山
殿
」
、
「
純
穴
山
殿
」
、

《

＠

億

》

《

守

箆

・

武

田

信

E
V

穴
山
」
た
ち
、
即
ち
穴
山
二
代
満
春
の
長
子
と
思
わ
れ
る
覚
阿
穴
山
陸
奥
守
を
中
心
に
武
田
本
家
に
反
抗
し
た
穴
山
一
族
、
ま
た
小
山
氏 与

と
し
て
分
家
し
た
庶
子
違
も
共
に
、
逸
見
氏
同
様
の
運
命
を
た
ど
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

門

別

部

〉

『

mv

甲
斐
河
内
領
に
入
部
し
穴
山
家
を
再
興
し
た
の
は
、
兵
部
少
輔
信
介
で
あ
る
。
守
護
武
田
信
重
の
子
で
あ
る
。
前
述
し
た
如
く
、
応
永
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廿
七
年
三
四
二

O
〉
守
護
穴
山
信
元
が
没
す
る
と
、
幕
府
は
高
野
山
に
亡
命
し
て
い
た
武
田
信
重
を
許
し
て
守
護
補
任
の
内
命
を
下
し

た
。
さ
て
信
重
が
許
さ
れ
た
と
き
、
連
座
し
て
い
た
信
重
の
男
信
守
・
信
介
も
許
さ
れ
、
信
守
は
武
田
本
家
十
五
代
を
継
ぎ
、
信
介
が
穴

山
家
の
名
跡
を
継
い
だ
。

穴
山
信
介
が
名
跡
を
と
っ
た
時
代
は
甲
斐
圏
内
が
混
沌
と
し
て
い
た
こ
と
は
先
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
穴
山
氏
の
領
地
穴
山
郷
に
は

《
轡
信
》

満
春
の
猶
予
覚
問
、
限
阿
が
居
住
し
、
且
つ
反
武
田
勢
力
の
逸
見
氏
の
拠
点
に
近
く
、
信
介
は
穴
山
名
跡
を
継
い
だ
も
の
の
、
穴
山
郷
に

入
り
難
く
、
先
年
、
穴
山
信
元
が
幕
府
か
ら
知
行
さ
れ
た
南
部
下
山
の
地
・
河
内
領
に
入
部
し
た
の
で
あ
る
。

河
内
領
の
南
部
・
下
山
辺
は
、
前
領
主
南
部
氏
と
下
山
氏
の
縁
者
が
占
め
る
所
で
あ
っ
た
。

『
南
部
家
文
書
』
の
南
部
八
代
政
光
に
関

し
た
記
録
に



《
奥
州
市
開
認
十
三
代
》

然
則
以
コ
奥
州
之
采
地
－
不
レ
為
－
－
将
軍
之
思
－
、
因
ν旧
為
－
－
朝
家
之
賜
－
、
則
我
堂
敢
背
哉
云
云
、
守
行
愈
其
言
而
達
－
－
其
旨
於
将
軍
－
、

三
三
九
一
－
－
v

将
軍
却
感
－
－
其
忠
言
－
以
任
－
－
其
希
望
二
玄
云
、
於
ν是
政
光
明
徳
四
年
春
、
悉
棄
＝
甲
州
之
旧
領
－
、
下
＝
向
糖
部
郡
領
八
戸
一
万
石
、
及

津
軽
七
千
石
之
采
地
二
云
云
：
：
：

と
あ
っ
て
、
将
軍
三
代
足
利
義
満
が
南
北
朝
を
合
一
し
た
明
徳
三
年
ハ
一
三
九
二
〉
の
翌
年
、
南
朝
方
に
属
し
て
い
た
甲
斐
南
部
主
流

奥
州
南
部
守
行
の
忠
言
に
従
っ
て
奥
州
八
戸
に
転
出
し
た
。
然
し
尚
、

し
、
南
部
縁
者
の
深
く
根
を
お
ろ
す
処
で
あ
っ
て
、
官
途
兵
部
少
舗
の
信
介
は
、
河
内
南
部
領
へ
の
強
行
入
部
は
控
え
た
の
で
あ
っ
た
。

は

始
祖
南
部
光
行
以
来
、

そ
の
所
領
は
数
代
に
わ
た
り
分
居

ま
た
下
山
辺
も
、
秩
山
太
郎
光
朝
の
末
の
下
山
氏
の
住
す
る
処
で
、

【鈎》

ノ
射
手
－
一
同
兵
太
郎
ア
リ
」
と
見
え
、
日
蓮
聖
人
遺
文
に
も
下
山
氏
の
存
在
が
記
さ
れ
る
所
で
あ
っ
て
、
時
代
が
下
っ
て
室
町
期
に
入
っ

て
も
、
下
山
氏
縁
者
の
勢
力
隠
然
た
る
も
の
が
あ
っ
て
、
信
介
も
当
初
は
強
行
入
部
が
難
か
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。

『
東
鑑
』
に
も
「
文
暦
－
一
己
未
下
山
次
郎
入
道
弘
長
三
年
奨
亥
正
月
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信
介
は
小
笠
原
氏
の
支
援
を
得
て
、
南
部
下
山
辺
と
は
富
士
川
を
は
さ
ん
だ
対
岸
の
東
河
内
領
の
内
船
に
居
館
を
構
え
た
。
現
に
内
船

書

か

え

《

却

》

ハ
栄
〉
地
に
「
穴
山
館
跡
・
地
頭
屋
敷
」
の
名
称
が
残
っ
て
い
る
。
が
然
し
、
こ
れ
を
以
っ
て
穴
山
信
介
の
河
内
入
部
を
決
め
る
こ
と
は

出
来
な
い
。
但
し
『
甲
斐
国
志
』
等
の
資
料
に
徴
し
て
、
南
部
又
は
下
山
の
ニ
ヵ
所
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
初
め
東
河
内
の
内
船
に

入
っ
た
が
、
間
も
な
く
し
て
、
西
河
内
領
の
南
部
に
居
館
を
構
え
た
。

『
甲
斐
国
志
』

〈
巻
之
五
十
一
古
蹟
部
第
十
四
〉
に
「
南
部
ノ
披

蹟
」
の
項
が
掲
げ
ら
れ
、
ま
た
同
志
巻
之
八
十
七
（
仏
寺
部
第
十
五
〉
の
「
追
分
山
松
岳
院
」

ハ
南
部
中
野
村
）
の
項
に
次
の
様
な
記
事

が
見
え
る
。《
－
四
二
六
》

応
永
品
川
三
丙
午
年
十
月
廿
九
卒
石
塔
ア
リ
武
田
兵
部
少
輔
ノ
嫡
男
乙
若
丸
夫
シ
テ
冥
福
ノ
為
ニ
当
寺
ヲ
創
ス
・
：
」

こ
の
事
か
ら
信
介
が
南
部
に
住
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
う
。
そ
し
て
下
山
を
支
配
し
、
下
山
に
自
己
の
檀
寺
飯
飽
山
天
輪
寺
を
開
基

穴
山
氏
と
そ
の
支
配
構
造
ハ
町
田
〉



穴
山
氏
と
そ
の
支
配
構
造
〈
町
田
〉

し
た
の
で
あ
る
。
斯
く
し
て
、
穴
山
氏
の
河
内
領
入
部
が
な
さ
れ
た
が
、
信
介
の
穴
山
家
相
続
に
は
、
武
田
本
家
〈
実
父
信
重
〉
並
に
室

町
幕
府
の
思
惑
が
作
用
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
武
田
十
四
代
信
重
は
、
苦
心
の
末
に
敵
対
し
続
け
て
き
た
穴
山
満
春
の
庶
子
連
を
一
掃

し
、
そ
し
て
嫡
長
信
守
を
武
岡
本
家
の
十
五
代
と
な
し
、
次
子
信
介
に
命
じ
て
穴
山
家
の
名
跡
を
継
が
せ
た
の
で
あ
る
。
信
介
は
宝
徳
二

年

三

四

五

O
〉
一
一
一
月
十
九
日
残
し
た
。
父
信
重
も
同
年
十
一
月
小
石
和
で
自
害
し
て
い
る
の
で
、
実
父
に
先
立
つ
こ
と
七
カ
月
、
若
く

し
て
他
界
し
た
。
法
号
を
天
輪
寺
殿
英
中
俊
公
大
禅
定
門
と
云
う
（
法
号
に
「
俊
公
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
信
介
を
信
俊
と
も
云
う
こ
と

有
り
〉
。

〔註〕〈
6
〉
穴
山
郷
・
：
穴
山
初
祖
義
武
の
居
館
跡
は
、
中
央
線
穴
山
駅
の
北
方
約
五
百
米
に
在
る
丘
陵
。
「
甲
斐
国
志
」
（
巻
之
十
二
・
村
里
部
・
巨
麻
郡
逸

見
筋
「
穴
山
郷
」
に
、
「
里
老
ノ
説
－
－
韮
崎
穴
ノ
明
神
－
一
洞
穴
ア
リ
此
所
ヨ
リ
達
ス
村
名
ノ
起
ル
所
以
ナ
り
ト
云
。
今
其
所
煙
没
シ
テ
審
ナ
ラ
ス

按
ユ
逸
見
山
ノ
域
要
害
ユ
設
タ
ル
地
道
ナ
ラ
γ
カ
」
と
あ
る
。

ハ
7
〉
穴
山
義
武
に
関
し
て
は
、
穴
山
登
著
「
河
内
領
武
田
家
・
穴
山
家
史
」
ハ
昭
和
五
十
年
十
月
刊
・
相
原
市
相
原
三
丁
目
・
私
費
出
版
）
。
佐
野
明

生
著
「
江
尻
城
主
・
穴
山
梅
雪
ー
そ
の
人
と
生
涯
」
（
昭
和
五
三
年
三
月
刊
・
清
水
市
辻
一
丁
目
・
私
費
出
版
〉
。
身
延
町
役
場
刊
「
身
延
町
誌
」

ハ
昭
和
四
五
年
・
一
二
三
頁
参
〉
。
南
部
町
役
場
刊
「
南
部
町
誌
」
ハ
昭
和
三
九
年
・
一
五
五
頁
参
）
。
尚
、
穴
山
二
代
以
後
・
略
伝
は
「
甲
斐

国
志
」
ハ
第
九
十
八
巻
人
物
部
第
七
〉
に
有
り
。

（
8
〉
上
杉
禅
秀
乱
に
つ
い
て
「
続
国
史
大
系
第
七
巻
。
後
鑑
巻
百
廿
七
接
持
将
軍
記
廿
ニ
」
に
依
れ
ば
、
「
応
永
廿
ニ
年
、
三
月
廿
五
壬
辰
、
此
目
鎌

倉
－
－
於
テ
、
上
杉
民
意
入
道
禅
秀
閥
居
。
五
月
二
日
戊
成
、
関
東
－
－
於
テ
、
上
杉
民
意
入
道
管
領
職
ヲ
辞
ス
。
応
永
廿
三
年
八
月
、
是
月
鎌
倉
ニ

於
テ
、
上
杉
禅
秀
右
衛
門
替
満
隆
、
次
郎
持
仲
ニ
勧
メ
テ
兵
ヲ
起
ス
」
と
あ
る
。

〈
9
〉
上
杉
禅
秀
と
武
田
氏
と
の
縁
故
関
係
に
つ
い
て
次
の
記
録
か
ら
尋
ね
る
こ
と
が
出
来
る
。
即
ち
「
太
平
後
記
」
ハ
鎌
倉
大
草
紙
〉
に
依
れ
ば
、

「
今
度
禅
秀
逆
臣
し
て
京
鎌
倉
よ
り
退
治
成
れ
し
か
ば
、
武
田
安
芸
守
入
道
明
庵
（
武
田
信
満
l
筆
者
〉
は
禅
秀
の
小
田
也
。
千
葉
修
理
大
夫
兼

胤
は
智
也
。
両
人
と
も
に
持
民
の
寵
臣
二
階
堂
三
河
守
は
逸
見
縁
者
な
れ
ば
こ
れ
を
頼
み
色
々
甲
斐
の
事
望
申
け
る
。
去
程
に
甲
斐
の
国
は
関
東

の
御
分
国
に
て
、
其
民
御
所
の
御
時
よ
り
鎌
倉
へ
出
仕
申
と
い
へ
ど
も
明
庵
も
禅
秀
の
事
に
恐
れ
参
ら
ず
候
閥
、
鎌
倉
よ
り
御
勢
を
向
け
ら
れ
、
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大
将
は
上
杉
淡
路
守
憲
宗
也
。
千
葉
は
早
々
に
降
参
す
。
武
田
安
芸
守
信
満
も
つ
る
の
郡
へ
馳
出
二
年
に
及
ん
で
合
戦
す
と
い
へ
ど
も
、
多
勢
に

無
勢
叶
ず
、
終
に
は
打
負
信
満
は
甲
州
都
留
郡
木
賊
山
ハ
東
山
梨
郡
大
和
村
l
筆
者
）
に
て
自
害
し
て
う
せ
ぬ
」
と
見
え
る
。
尚
「
太
平
後
記
」

は
室
町
前
期
の
関
東
の
政
治
情
勢
を
知
る
重
要
史
料
で
「
群
書
類
従
」
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。

〈
叩
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
「
大
日
本
史
料
」
第
十
一
編
・
小
笠
原
文
書
。

（

uv
註
ハ
8
〉
同
由
。

ハ
ロ
）
「
寛
政
重
修
諸
家
週
間
」
百
五
十
九
・
清
和
源
氏
義
光
流
・
小
笠
原
氏
第
三
代
「
政
康
」
条

「
応
永
二
十
五
年
十
月
二
十
八
日
武
田
陸
奥
守
某
が
事
に
よ
り
て
脅
を
た
ま
ひ
、
陸
奥
守
甲
斐
国
南
部
下
山
の
辺
に
発
向
す
る
の
と
き
は
扶
持
す

べ
き
旨
を
伝
え
ら
る
。
後
又
こ
の
こ
と
に
よ
り
て
書
を
贈
ら
る
：
：
：
」
（
第
四
巻
二
二
頁
参
〉

ハ
臼
）
武
田
信
元
の
甲
斐
入
国
に
対
す
る
国
人
の
反
対
、
甲
斐
圏
内
の
混
乱
に
つ
い
て
、
「
鎌
倉
大
草
紙
」
ハ
太
平
後
記
〉
に
詳
細
な
経
斡
が
記
さ
れ
て

い
る
。
「
八
月
廿
五
ハ
応
永
三
三
年
l
筆
者
）
信
長
叶
わ
ず
甲
を
ぬ
ぎ
降
参
し
け
る
0

・
・
：
：
甲
州
を
ば
京
都
へ
御
申
上
ら
れ
、
逸
見
（
逸
見
有
直
l
筆
者
）

に
下
さ
る
可
き
よ
し
、
梅
老
名
三
河
守
を
以
っ
て
再
三
御
訴
訟
あ
り
し
か
ど
も
、
其
頃
の
公
方
義
持
公
よ
り
吉
野
に
在
し
信
渡
守
信
元
（
信
春
の

末
子
・
信
満
の
弟
l
筆
者
〉
を
召
出
し
て
、
こ
れ
に
給
る
べ
き
よ
し
の
上
意
に
て
信
元
固
に
打
入
け
る
。
鎌
倉
殿
も
力
に
及
ば
ず
信
元
に
御
教
書

を
給
ひ
け
る
。
逸
見
は
元
の
如
く
西
郡
名
字
の
地
ば
か
り
を
知
行
す
。
：
：
：

そ
の
比
信
元
の
家
来
跡
部
駿
河
、
向
上
野
と
申
し
て
甲
州
の
守
護
代
預
り
、
一
類
全
多
有
て
何
事
も
信
元
の
旨
を
背
き
横
行
し
け
り
。
信
元
一
期

の
後
伊
豆
千
代
に
跡
部
背
き
け
る
。
甲
州
に
輪
宝
一
撲
、
日
一
撲
と
て
両
一
撰
あ
り
。
輪
宝
一
撲
の
聾
跡
部
に
一
味
し
逆
心
を
企
つ
、
信
長
方
は

加
藤
も
早
世
し
日
一
撰
の
人
々
計
り
に
て
度
々
の
合
戦
あ
り
し
か
ど
も
運
や
此
時
に
尽
果
け
ん
」
と
あ
っ
て
、
甲
斐
の
混
乱
ぶ
り
を
知
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。

〈
U
）
武
田
信
元
の
法
号
を
「
滞
国
院
口
口
：
：
：
」
と
云
い
、
法
号
の
正
確
を
失
っ
て
い
る
。
塩
山
市
竹
森
下
切
に
大
窪
山
福
応
寺
（
浄
土
真
宗
西
派
〉

が
あ
る
が
、
当
寺
に
つ
い
て
「
甲
斐
国
志
」
（
巻
之
七
十
五
・
仏
寺
部
第
三
）
に
、
「
天
正
十
年
兵
火
－
一
寺
焦
土
ト
ナ
リ
、
慶
長
中
再
興
ス
、
寺

域
ハ
大
檀
那
穴
山
刑
部
太
輔
ハ
武
田
穴
山
信
元
）
舘
蹟
ナ
リ
、
即
チ
其
基
ア
リ
ト
云
」
と
見
え
る
。
寺
域
に
墓
碑
三
基
有
る
が
碑
文
を
失
い
不

明
。
推
測
す
れ
ば
、
一
一
基
は
信
元
、
他
の
二
基
は
若
く
L
て
没
し
た
信
元
の
男
彦
次
郎
、
信
元
の
嗣
・
伊
豆
千
代
丸
の
も
の
と
見
て
は
ど
う
か
。

「
甲
斐
国
志
」
（
巻
之
九
十
八
人
物
部
第
七
武
田
氏
将
師
之
部
）
に
「
穴
山
兵
部
少
輔
信
介
ハ
介
ハ
助
－
一
作
〉
系
図
ニ
武
田
信
重
信
守
ノ
弟
ト
ア

レ
ト
モ
疑
フ
ラ
グ
ハ
満
春
ノ
男
但
シ
益
子
ヵ
、
下
山
天
輪
寺
ニ
置
牌
子
、
宝
徳
二
年
三
月
十
九
日
逝
ス
、
天
輪
寺
酸
英
中
俊
公
大
禅
定
門
、
寺
記

ハ
時
）

穴
山
氏
と
そ
の
支
配
構
造
（
町
田
〉
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穴
山
氏
と
そ
の
支
配
構
造
（
町
田
）

ハ悶〉
〈印〉

ユ
ハ
信
俊
ト
云
へ
タ
リ
」
と
あ
る
。

「
南
部
家
文
書
」
（
南
部
町
誌
一
五
ニ
頁
よ
り
転
載
）

身
延
町
下
山
天
輪
寺
の
旧
寺
域
の
墓
碑
側
面
に
「
穴
山
六
代
祖
父
武
田
兵
部
少
輔
」
の
碑
文
あ
り
。
兵
部
少
輔
と
は
五
位
の
官
で
、
知
行
地
の
兵

権
を
揖
る
実
力
者
に
当
る
官
途
で
あ
る
。

「
甲
斐
国
志
」
（
巻
之
九
十
四
人
物
部
第
三
武
田
氏
世
家
部
〉
。

昭
和
定
本
回
避
聖
人
迫
文
「
下
山
御
消
息
」
（
一
一
一
一
一
二
頁
）
・
立
正
大
学
回
避
教
学
研
究
所
編
「
日
蓮
聖
人
遺
文
辞
典
」
ハ
歴
史
篇
〉
身
延
山

久
遠
寺
刊
・
四
七
八
頁
参
。

〈
山
梨
県
〉
南
巨
摩
郡
町
村
取
調
書
「
内
船
栄
村
古
蹟
」
の
項
に
「
地
頭
屋
敷
・
穴
山
氏
ノ
屋
敷
祉
ナ
り
ト
云
フ
、
今
尚
馬
場
、
弓
場
、
的
場
等

ノ
名
称
遺
レ
リ
」
と
あ
る
。
又
「
甲
斐
国
志
」
（
巻
之
五
十
一
古
蹟
部
第
十
四
南
部
城
蹟
の
項
に
「
其
ノ
北
中
野
村
ノ
成
－
－
モ
古
館
蹟
ト
見
エ
タ

ル
処
ア
リ
、
昔
ノ
外
郭
ノ
内
カ
繭
ラ
サ
レ
ハ
別
業
所
ノ
類
ナ
ル
ベ
シ
」
と
あ
る
。
中
野
に
は
穴
山
氏
関
係
の
寺
院
が
多
い
こ
と
か
ら
中
野
に
住
し

た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

ハ時〉
ハロ〉

〈却〉

穴
山
氏
の
支
配
構
造
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穴
山
氏
に
依
る
河
内
領
支
配
の
基
本
姿
勢
ハ
意
識
〉
を
み
る
の
に
、

「
甲
斐
源
氏
武
田
」

一
円
で
あ
る
こ
と
を
専
ら
誇
示
す
る
の
で
あ

る
。
武
田
宗
家
の
支
族
で
あ
り
、
特
に
六
代
信
友
、
七
代
信
君
の
代
に
は
武
田
宗
家
の
女
を
室
に
迎
え
る
な
ど
、
血
族
的
連
繋
を
内
外
に

示
し
「
武
田
」
を
誇
示
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

『
甲
斐
国
志
』

の
ぷ
と
お

〈
巻
九
十
八
人
物
部
第
七
〉
の
「
穴
山
伊
豆
守
信
懸
」
の
項
に

太
平
記
ユ
今
川
本
故
ヲ
引
キ
永
正
二
丑
年
所
記
武
田
兵
部
少
輔
受
領
伊
豆
守
名
信
懸
法
名
通
義
斉
号
臥
寵
南
部
ノ
領
主
当
国
主
ノ
伯

父
ト
。

と
あ
り
、
正
式
任
官
職
掌
に
は
「
穴
山
」
を
用
い
な
い
で
「
武
田
」
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
既
に
前
節
で
も
記
し
た
よ
う
に
、
穴



山
信
介
〈
天
輪
寺
殿
〉
が
河
内
領
に
入
部
す
る
に
当
っ
て
、
武
田
本
家
十
四
代
信
重
の
第
二
子
、
武
田
同
族
の
威
望
を
背
に
し
て
入
部
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

武
田
同
族
意
識
こ
そ
、
河
内
支
配
者
と
し
て
絶
対
の
権
威
で
あ
っ
た
が
、
二
・
三
「
武
田
」
家
名
使
用
の
例
を
示
し
て
み
よ
う
。

此
全
部
再
興
大
檀
那
甲
州
河
内
下
山
居
住

本
名
武
田
在
名
穴
山
伊
豆
守
信
友

《

av

奉
再
興
此
一
部
願
主
河
内
下
山
居
住

武
田
伊
一
旦
守
信
友
奉
齢
四
十
二
歳
経
師
鏡
順
坊

武
家
社
会
の
惣
領
制
に
あ
っ
て
は
、
嫡
子
を
除
い
て
他
の
庶
子
は
、

《商
V

一
代
限
り
惣
領
家
の
名
字
を
用
い
、
二
代
以
降
は
居
住
地
の
地
名

( 61 ) 

天
文
十
六
年
秋
菊
月
吉
田

22 

を
名
字
と
す
る
か
、
又
は
名
字
の
地
縁
所
名
を
苗
字
と
し
た
。
然
し
、

「
穴
山
氏
」
の
場
合
は
、
武
田
宗
家
と
の
識
別
上
、
初
祖
義
武
の

居
住
地
「
穴
山
」
を
呼
称
は
し
た
が
、
公
式
の
場
で
は
常
に
「
武
田
」
姓
を
用
い
た
の
で
あ
る
。

河
内
領
東
西
合
せ
て
一
万
五
千
八
百
余
石
、
山
林
資
源
、
金
、
漆
、
獣
皮
、
茶
、
紙
な
ど
各
種
特
産
産
業
な
ど
、
甲
斐
守
護
と
し
て
の

武
田
家
の
支
配
傘
下
に
あ
る
と
同
時
に
、
武
田
穴
山
家
に
よ
る
一
円
支
配
と
い
う
、
武
田
氏
に
よ
る
二
重
支
配
の
政
策
が
と
ら
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。
右
に
掲
げ
た
南
松
院
蔵
「
大
般
若
経
」
に
み
ら
れ
る
「
本
名
武
田
」
・

「
在
名
穴
山
」
の
署
名
に
は
、
明
か
に
武
田
一
族
で

あ
る
こ
と
を
重
視
し
、
穴
山
姓
を
第
二
義
的
に
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

次
に
、
中
世
・
近
世
の
諸
大
名
、
守
護
な
ど
の
支
配
層
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
穴
山
氏
の
場
合
に
も
生
前
中
に
自
己
の
墳
寺
〈
菩

穴
山
氏
と
そ
の
支
配
構
造
（
町
田
）



穴
山
氏
と
そ
の
支
配
構
造
〈
町
田
〉

提
寺
〉
を
開
基
し
、
そ
の
寺
で
出
家
の
形
式
を
と
り
、
寺
領
を
寄
進
し
、
勢
力
の
保
存
と
拡
大
を
図
り
、
死
後
は
そ
の
寺
に
葬
ら
れ
、
法

名
を
冠
寺
名
と
し
h
w
d
即
ち
、
居
館
地
域
に
寺
院
を
造
営
し
、
そ
の
地
域
を
開
拓
し
て
付
近
の
寺
領
を
確
実
に
把
握
ハ
検
地
〉
す
る
こ
と

《
在
地
岳
民
・
在
地
武
士
・
小
土
濠
》

で
、
穴
山
氏
の
支
配
力
を
強
大
に
し
、
下
部
組
織
を
統
一
し
て
、
支
配
系
統
を
一
本
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

穴
山
第
六
代
伊
豆
守
信
友
が
、
南
部
に
円
蔵
院
を
創
建
墳
寺
と
な
し
、
新
地
を
開
拓
し
て
寄
進
し
た
状
況
を
、
同
寺
所
蔵
の
「
信
友
判

物
」
に
よ
っ
て
窺
っ
て
み
よ
う
。

〈
包
紙
〉
茂
林
和
尚
侍
衣
禅
師

《※
1
v

南
部
新
地
円
蔵
院
林
之
事
長
尾
峯
路
限
而
北
方
付
進
候

《※
2
》

《

※

3
V

西
者
坂
本
諏
方
部
三
郎
左
衛
門
尉
恩
地
可
為
境
候
北
方
者
河
際
迄
可
被
成
知
行
者

信
友

仰
如
件

( 62 ) 

天
文
廿
四
年
九
月
五
日

信
友
（
花
押
〉

茂
林
和
尚
侍
衣
禅
師

円割》

（※
1
〉
新
領
地
・
現
南
部
町
木
郷
小
字
新
地
（
し
ん
ち
〉
。
〈
※
2
）
思
賞
と
し
て
賜
っ
た
土
地
。
（
※
3
V
現
本
郷
地
を
流
れ
る
舟
山
川
の
こ
と
。

（
包
紙
）円
蔵
院
侍
者
中

門※

t
v

南
部
郷
御
崎
原
新
地
円
蔵
院
寄
進
之
地
同
南
部
之
内
成
嶋
新
聞
之
年
貢
銭
拾
貫
百
文
之
所
為
寄
進
候
越
山
林
之
事
者
信
友
見
候
而
別

信
友

而
判
形
可
遺
候
者
也

仰
如
件

天
文
廿
四
年
九
月
廿
二
日



伊
豆
守
信
友
（
花
押
〉

円
蔵
院
御
侍
者
中

ハ

mv

ハ※
1
〉
現
南
部
町
南
部
小
字
働
船
駅
ハ
円
蔵
院
建
立
地
一
帯
〉

ハ※
2
〉
現
南
部
町
成
島
、
現
に
盛
か
な
稲
作
地
域
。

穴
山
氏
は
墳
寺
を
建
立
し
、
寺
域
を
開
拓
し
て
新
地
と
な
し
、
領
地
の
拡
大
を
は
か
つ
て
い
っ
た
が
、
此
処
で
注
意
を
ひ
く
こ
と
は
、

穴
山
氏
は
自
己
の
墳
寺
、
又
は
建
立
し
た
社
寺
名
に
つ
い
て
好
ん
で
京
都
の
神
社
仏
闘
の
名
称
を
つ
け
た
こ
と
で
あ
る
。

し

も

平

ま

《

鋼

》

た
と
え
ば
穴
山
信
君
（
梅
雪
）
の
居
城
の
あ
っ
た
下
山
地
域
に
あ
る
寺
社
の
名
称
を
み
た
だ
け
で
も
、
上
・
下
両
賀
茂
神
社
、
飯
縄
権

現
、
南
松
院
・
龍
雲
寺
、
妙
見
寺
、
新
長
谷
寺
・
住
吉
明
神
、
清
水
観
音
、
日
吉
山
王
な
ど
が
あ
る
。
穴
山
氏
は
三
代
信
介
か
ら
四
代
信

懸
、
信
網
、
信
友
、
信
君
、
信
治
と
六
代
に
わ
た
り
、
皆
一
様
に
土
地
を
開
拓
し
て
寄
進
し
て
自
分
の
菩
提
寺
を
造
っ
て
い
る
。
穴
山
一

族
の
仏
教
信
仰
の
深
さ
も
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

( 63 ) 

次
に
穴
山
氏
に
よ
る
領
地
支
配
の
形
態
に
つ
い
て
、
特
に
領
民
統
制
の
形
態
を
検
地
帳
に
基
い
て
見
て
み
よ
う
。

ハ
身
延
町
下
山
）

三
代
信
介
が
河
内
領
入
部
当
時
の
形
態
を
み
る
の
に
、
た
と
え
ば
天
文
九
年
三
五
四

O
）
の
天
輪
寺
検
地
帳
に
よ
れ
ば
、
天
輪
寺
領

々
民
は
次
の
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

年
貢
納
入
者

有
姓

七
百
文
以
上

名

有
姓

三
百
文
以
下

五
名

無
姓

三
百
文
以
下

四
人

寺
男

二
百
文
以
下

名

貫
高
合
計

五
貫
七
百
二
十
文

穴
山
氏
と
そ
の
支
配
構
造
（
町
田
〉



穴
山
氏
と
そ
の
支
配
構
造
ハ
町
田
〉

右
の
有
姓
者
の
中
に
は
、
在
地
武
士
が
含
ま
れ
て
い
て
、
殊
に
「
佐
野
氏
」
と
い
う
地
方
代
官
ま
で
い
る
。
佐
野
氏
は
さ
し
ず
め
名
主

的
な
指
導
的
地
位
に
あ
っ
た
者
で
あ
る
。

※
地
積
換
算
：
：
：
一
貫
文
は
ニ
反
四
畝
、
四
貫
は
九
反
六
畝
、
三
百
五
十
文
は
八
畝
十
三
歩
。

穴
山
信
介
が
河
内
領
に
入
部
し
た
当
時
、
領
民
支
配
の
形
態
と
し
て
、
信
介
は
、
入
部
以
前
か
ら
河
内
各
地
に
点
在
す
る
小
土
豪
〈
馬

場
・
帯
金
・
万
沢
・
四
条
な
ど
〉
を
配
下
に
組
み
入
れ
て
被
官
と
な
し
、

《
所
従
、
下
人
的
性
絡
》

寺
領
の
中
に
在
地
性
格
の
強
い
小
武
士
農
民
を
配
し
て
貢
租
を
負
担
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
穴
山
氏
入
部
当
初
、
ま
ず
在
地
武
士
層
の
掌
握

一
方
で
は
墳
寺
天
輪
寺
を
創
し
て
寺
領
を
新
関
し
、
そ
の
新
聞

を
介
し
て
、
農
民
の
支
配
を
行
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

河
内
入
部
以
来
、

《
地
録
的
自
治
結
合
）

一
世
紀
を
経
過
し
て
六
代
信
友
、
七
代
信
君
の
代
と
な
る
と
、
農
村
の
末
端
機
構
と
し
て
の
「
郷
村
」
を
支
配
単
位

( 64 ) 

と
し
て
、
領
内
の
政
治
、
経
済
、
社
会
上
の
統
制
権
を
掌
渥
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

信
友
の
墳
寺
「
円
蔵
院
」
領
検
地
帳
に
よ
っ
て
、
支
配
構
造
を
見
て
み
た
い
。

《話》

成
嶋
之
内
円
蔵
院
領
検
地
之
帳
ー

四
貫
文

与
三
左
衛
門
尉

参
貫
文

門
前
衆

壱
貫
文

縫
右
衛
門
尉

参
百
文

同

壱
貫
文

南
部
、
惣
兵
衛
尉

六
百
六
十
五
文

新
兵
衛
尉



参
百
文

六
百
廿
文

四
百
文

四
百
文

参
百
七
十
五
文

参
百
五
十
文

参
百
五
十
文

五
百
文

弐
百
五
十
文

百
文《朱
印
》

同

成
嶋

惣
兵
衛
尉

惣
右
衛
門
尉

二
郎
右
衛
門
尉

九
郎
右
衛
門
尉

一
郎
左
衛
門
尉

次
郎
左
衛
門
尉

次
左
衛
門
尉

源
左
衛
門
尉

( 65 ) 

同
都
合

参
賀
七
百
十
文
鰍

右
取
納
可
準
的
水
原
、
若
有
年
貢
無
沙
汰
之
百
姓
、
問
地
可
被
取
上
者
也

2
五
八
O
V

《
朱
印
》

天
正
八
年
庚
申
十
二
月
吉
日

南
部
門
蔵
院
は
天
文
年
中
に
穴
山
信
友
が
自
己
の
菩
提
寺
と
し
て
創
建
し
た
も
の
で
、

こ
の
菩
提
寺
の
た
め
に

「
成
島
」

「
御
崎

と

原
」
の
地
を
開
発
し
て
円
蔵
院
に
寄
進
し
た
こ
と
は
、
前
記
し
た
「
信
友
の
天
文
廿
凶
年
の
円
蔵
院
文
書
」
に
於
て
、

《

nv

南
部
郷
御
崎
原
新
地
円
蔵
院
寄
進
之
地
、
同
南
部
之
内
成
嶋
新
国
之
年
貢
銭
拾
賞
百
文
之
所
為
寄
進
候

と
あ
っ
て
、
御
崎
原
新
開
地
及
び
成
島
新
田
の
年
貢
が
円
蔵
院
に
寄
進
さ
れ
た
事
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
新
開
地
が
信
友
に
よ

穴
山
氏
と
そ
の
支
配
構
造
〈
町
田
〉



穴
山
氏
と
そ
の
支
配
構
造
ハ
町
田
〉

っ
て
開
拓
さ
れ
た
こ
と
は
、
元
亀
三
年
壬
申
五
月
廿
日
付
の
穴
山
信
君
ハ
梅
雪
〉
の
文
書
「
成
嶋
之
内
円
蔵
院
領
之
、
事
」
と
し
て
、

先
考
信
友
開
発
之
新
地
候
条
・
一
刈
》
．

と
あ
る
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
右
掲
し
た
円
蔵
院
領
「
成
嶋
」
の
検
地
帳
の
記
載
は
簡
単
で
あ
っ
て
、

「
O
O文
」
と
か
「
O
O貫
文
」
と
貫
高
で
土
地
面
積

が
表
わ
さ
れ
、
そ
の
貫
高
が
回
畠
の
年
貢
高
を
指
す
も
の
で
あ
る
事
は
、
成
嶋
検
地
帳
の
後
書
き
に
「
右
取
納
可
」
と
あ
る
に
よ
っ
て
明

ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
貫
高
の
下
に
記
載
さ
れ
て
い
る
名
前
（
十
二
名
〉
は
、
そ
の
貫
高
の
貢
租
義
務
を
負
う
農
民
で
あ
る
。
円

蔵
院
検
地
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
貢
租
者
は
、
参
貫
文
を
納
め
る
門
前
衆
（
円
蔵
院
に
隷
属
す
る
零
細
農
民
〉
を
別
に
す
る
と
、
全
部
で

十
二
名
、
全
て
無
姓
の
百
姓
で
あ
り
、
戦
時
に
は
戦
斗
農
民
と
し
て
強
制
賦
役
さ
れ
た
。

円
与
三
左
衛
門
尉
》
《
三
郎
左
衛
門
・
次
郎
左
衛
門
》

検
地
帳
に
よ
れ
ば
、
最
高
納
入
者
は
四
貫
文
、
最
低
は
三
百
五
十
文
で
あ
る
。
若
し
、
貫
高
を
上
団
地
十
五
の
石
盛
と
し
て
貢
租
率
五

( 66 ) 

O
M、
一
貫
文
を
約
二
反
四
畝
の
面
積
に
換
算
し
て
、

地
積
を
求
め
れ
ば
、

四
貫
文
は
九
反
六
敵
、

百
五
十
文
は
八
畝
十
三
歩
と
な

る
。
文
、
検
地
帳
の
中
で
同
名
の
「
惣
兵
衛
」
の
右
肩
に
南
部
・
成
嶋
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
成
島
の
中
に
南
部
の
者
が
入
作
し

《
繭
郎
》

て
い
る
こ
と
を
表
わ
し
、
入
作
者
は
当
然
そ
の
居
住
地
に
も
多
少
の
耕
地
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
偶
々
「
惣
兵
衛
」
の

場
合
は
同
名
で
あ
っ
た
為
に
、
南
部
か
ら
の
入
作
者
で
あ
る
事
が
判
明
し
た
が
、
こ
の
他
に
も
入
作
者
が
居
た
か
も
知
れ
な
い
。
だ
と
す

れ
ば
、
検
地
帳
に
記
載
さ
れ
た
無
姓
百
姓
の
貫
高
が
、
そ
の
ま
ま
所
有
す
る
耕
地
の
全
て
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
彼
等
を
零
細
農
民
で
あ
っ

た
と
決
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

そ
れ
か
ら
コ
ニ
貫
文
・
門
前
衆
」
の
存
在
で
あ
る
が
、
こ
の
三
質
文
は
検
地
帳
に
名
前
も
出
て
こ
な
い
数
人
の
百
姓
に
よ
っ
て
納
入
さ

れ
た
の
で
あ
っ
て
、
恐
ら
く
、
門
前
衆
と
は
土
地
所
有
権
の
無
い
円
蔵
院
に
隷
属
し
て
い
た
農
民
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
成
島
円
蔵



院
領
は
、
寺
に
隷
属
す
る
零
細
百
姓
と
、
約
九
反
も
の
耕
地
を
所
有
す
る
農
民
を
含
め
た
、
無
姓
百
姓
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。

円
蔵
院
領
の
年
貢
納
入
者
（
全
部
無
姓
）
と
、
下
山
天
輪
寺
領
年
貢
納
入
者
〈
有
姓
八
名
・
無
姓
四
名
・
寺
男
一
名
〉
と
を
比
較
し
た

ハ

有

位

者

》

《

名

主

的

な

村

の

指

噂

的

地

位

》

場
合
、
円
蔵
院
領
は
無
姓
の
百
姓
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
天
輪
寺
領
で
は
在
地
武
士
層
を
含
み
、
殊
に
地
方
代
官
の
「
佐
野
菜
」
ま
で
含

ま
れ
、
天
輪
寺
領
検
地
の
複
雑
性
を
示
し
て
い
よ
う
。

以
上
、
僅
か
な
検
地
帳
を
通
し
て
穴
山
氏
の
河
内
支
配
の
経
過
を
考
察
し
て
み
た
が
、
河
内
入
部
の
初
期
（
天
輪
寺
領
時
代
〉
に
は
、

在
地
武
士
・
有
姓
・
無
姓
の
者
が
複
雑
な
構
成
を
な
し
、
そ
れ
か
ら
一
世
紀
後
の
六
代
信
友
の
円
蔵
院
領
時
代
に
は
、
無
姓
百
姓
だ
け
に

よ
る
簡
単
な
構
成
を
示
す
の
で
あ
る
。

へ
応
永
三
十
年
代
》

穴
山
氏
の
河
内
領
入
部
当
初
の
支
配
構
造
は
、
穴
山
氏
に
対
抗
し
う
る
勢
力
で
あ
っ
た
南
部
氏
な
ど
の
衰
退
後
に
は
、
各
地
に
点
在
す

る
小
土
豪
ハ
帯
金
・
万
沢
・
馬
場
）
な
ど
を
配
下
に
組
み
入
れ
て
統
合
を
は
か
る
と
共
に
、

一
方
で
は
菩
提
寺
領
の
的
確
な
掌
揮
に
よ
っ

( 67 ) 

て
、
そ
の
領
地
を
開
拓
し
て
漸
次
拡
大
し
て
経
営
し
、
そ
の
配
下
に
在
地
性
格
の
強
い
小
武
士
・
無
姓
で
は
あ
る
が
名
主
的
性
格
の
農
民

《
穴
山
氏
中
興
》

を
住
せ
し
め
て
貢
租
を
負
但
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
三
代
信
介
の
関
創
に
な
る
天
輪
寺
領
の
場
合
、
佐
野
氏
ら
の
如
き
在
地
的
小
土

豪
を
支
配
統
制
の
核
と
し
て
、
そ
の
小
土
豪
を
通
し
て
農
民
支
配
を
行
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

然
る
に
六
代
信
友
、
七
代
信
君
の
代
に
な
る
と
、
菩
提
寺
領
内
の
農
民
が
す
べ
て
無
姓
で
あ
る
こ
と
は
、
穴
山
氏
の
支
配
構
造
の
大
き

な
変
化
で
あ
っ
て
、
信
友
・
信
君
の
河
内
領
支
配
が
確
立
し
た
段
階
で
は
、
無
姓
で
は
あ
る
が
在
地
の
有
力
農
民
だ
け
を
対
象
と
し
て
い

る
こ
と
は
、
階
級
構
造
に
変
化
が
現
わ
れ
て
い
る
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

以
上
、
寺
領
の
検
地
帳
だ
け
を
資
料
と
し
て
見
た
の
で
あ
っ
て
、
穴
山
氏
の
支
配
構
造
の
す
べ
て
だ
と
す
る
こ
と
は
無
理
が
あ
ろ
う
。

然
し
、
円
蔵
院
鎖
の
構
成
が
無
姓
の
百
姓
の
み
で
あ
っ
た
こ
と
、
天
輪
寺
領
の
場
合
が
在
地
武
士
層
を
一
部
含
ん
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ

穴
山
氏
と
そ
の
支
配
構
造
ハ
町
田
〉



穴
山
氏
と
そ
の
支
配
構
造
ハ
町
田
〉

三
四
五

0
年
代
》
《
一
五
豆

0
年
代
》

と
は
、
信
介
か
ら
信
友
に
至
る
時
代
変
化
が
検
地
帳
に
現
わ
れ
た
も
の
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

〔註〕ハ
幻
〉
身
延
町
下
山
・
南
松
院
蔵
「
紙
本
墨
番
大
般
若
波
躍
蜜
多
経
二
五
一
巻
」
扉
の
署
名
。
昭
和
四
八
年
山
梨
県
文
化
財
指
定
。

〈
mv
南
松
院
蔵
「
大
般
若
波
愚
蜜
多
経
三
六
巻
」
扉
の
署
名
。
そ
の
他
に
「
武
田
」
を
明
記
し
た
も
の
に
、
信
君
が
祖
父
信
網
追
普
の
た
め
竜
雲
寺
に

三
拾
貫
を
寄
進
し
た
覚
書
に
コ
克
亀
二
年
辛
未
十
二
日
武
田
末
葉
玄
務
信
君
・
朱
印
」
ハ
竜
雲
寺
文
書
〉
と
あ
り
、
「
甲
斐
国
志
」
の
穴
山
信
懸

の
条
に
「
永
正
二
丑
年
所
記
武
田
兵
部
少
輔
受
領
伊
豆
守
名
信
感
：
：
：
」
と
あ
る
。

〈
お
〉
穴
山
氏
が
法
号
を
冠
寺
と
し
た
も
の
を
幾
っ
か
列
記
し
て
お
こ
う
。

三
代
信
介
・
身
延
下
山
天
輪
寺
開
基
・
法
号
天
輪
寺
股
英
中
俊
公
大
禅
定
門
〈
宝
徳
二
年
三
月
十
九
日
夜
〉

四
代
信
感
・
南
部
本
郷
建
忠
寺
開
基
・
法
号
建
忠
寺
殿
中
翁
道
議
居
士
〈
延
徳
三
年
三
月
廿
日
残
〉

五
代
信
網
・
身
延
下
山
竜
蜜
一
寺
開
基
・
法
号
竜
雲
寺
殿
一
株
畿
松
禅
定
門
ハ
享
禄
四
年
三
月
十
二
日
夜
）

六
代
信
友
・
南
部
門
蔵
院
開
基
・
法
号
円
蔵
院
殿
創
工
麓
鉄
大
居
士
ハ
永
禄
三
年
十
二
月
十
六
日
残
〉

信
友
室
南
松
院
・
下
山
南
松
院
開
基
・
法
号
南
松
院
股
葵
庵
理
誠
大
姉

信
懸
兄
乙
若
丸
・
南
部
中
野
松
岳
院
開
基
・
法
号
訟
岳
院
殿
大
華
仁
公
大
居
士

信
君
女
日
厳
菩
提
寺
・
身
延
上
塩
沢
延
寿
坊
開
基
・
法
号
延
寿
院
股
妙
正
日
厳
大
姉
ハ
天
正
三
年
十
二
月
十
日
夜
〉

（
制
）
南
部
町
円
蔵
院
蔵
古
文
書
（
所
蔵
品
1
〉
南
部
町
誌
八
九
三
頁
併
参
照
。

〈
お
〉
円
蔵
院
蔵
古
文
書
ハ
所
蔵
肱

2
〉
南
部
町
誌
八
九
三
併
参
照
。

（
お
〉
円
蔵
院
蔵
古
文
書
〈
所
蔵
品
目
）
南
部
町
誌
八
九
六
頁
併
拳
照
。

ハ
幻
〉
註
（
お
〉

ハ
お
〉
円
蔵
院
蔵
文
密
（
所
蔵
地
8
〉
包
紙
表
書
「
穴
山
玄
審
守
信
君
公
様
旋
証
文
」
と
有
り
、
文
書
の
内
容
は
「
成
島
ノ
百
姓
等
相
違
ノ
時
ハ
円
蔵
院

住
持
ユ
ヨ
リ
テ
御
存
分
ノ
処
置
ヲ
取
ル
モ
可
」
と
す
る
も
の
ハ
南
部
町
誌
八
九
五
頁
怠
照
〉

※
穴
山
氏
、
特
に
信
君
〈
梅
雪
〉
と
身
延
山
と
の
関
係
に
就
て
は
紙
数
制
約
の
た
め
、
全
く
言
及
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
後
日
に
発
表
を
期

し

た

い

。

ハ

昭

和

ω、
u、
1
、
稿
〉
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